
平成 25 年（2013 年）２月那覇市議会定例会

一 般 質 問 発 言 通 告 書 （ １ 日 目 ）

平成 25 年２月 27 日（水）

※１人当たり 15 分間（答弁を除く）

順

位

氏  名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

１ 仲 松  寛

(自民・無所属

・改革の会)

質問方式

総括質問方式

（演壇・質問席）

１ 公共施設整

備について

２ ＩＴ行政に

ついて

３ 都市計画行

政について

那覇市民会館の建て替えについて

那覇市民会館は、米国統治時代の1970年、昭和

45年に県内で初めての本格的な文化・福祉施設と

してオープンしてことしで43年目を迎える。また

同施設は1972年の沖縄本土復帰式典の会場とな

った歴史的な施設である

ついては、那覇市の文化、芸能、音楽、教育な

どあらゆる分野にわたって活用、貢献してきた那

覇市民会館の建て替えについて次の事項を伺う

(１) 那覇市民会館の建て替え計画はどのよう

になっているか伺う

(２) 新たにつくる那覇市民会館の基本構想

（ホール数、収容人員等）についての考え方

を伺う

情報通信関連事業について

(１) 求職者に対して一定期間の教育訓練を行

い、基幹産業である情報通信産業へ就職させ

ることを目的にこれまで実施してきた地域

人材育成事業（ＩＴ産業の多様なニーズに対

応する人材育成事業）はどのような仕組みで

就職につながるようなマッチングにしてい

るのか伺う

(２) 地域人材育成事業における就労状況（離職

者含む）はどのようになっているか伺う

古波蔵、楚辺地域における都市計画について



順

位

氏  名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

(１) 昭和 31 年に策定された古波蔵、楚辺地域

における都市計画マスタープランでは古波

蔵上線と楚辺線が都市計画道路として位置

づけられているが、約 55 年を経て古波蔵上

線については平成 24 年度の一括交付金を活

用した調査が実施された

ついては、その進捗状況と今後の取り組み

について伺う

(２) 字古波蔵 112 番地に所在する沖縄県畜産

会館敷地は牛、豚などの畜産業がほとんどな

い那覇市に所在し、同敷地にある県農林水産

部の家畜衛生試験場では、牛、豚などの家畜

ウイルス、細菌、寄生虫・原虫、生化学等の

研究が行われている

同敷地は住宅街に近接する場所にあるこ

とから地域住民より畜産業の盛んな自治体

への移転が望まれている

ついては、古波蔵、楚辺地域における都市

計画を推進する観点から、同施設の移転につ

いて当局の見解を伺う

【答弁を求める者】

  市長、副市長、関係部長



一般質問（１日目） 平成 25 年２月 27 日(水)

順

位

氏  名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

２ 花 城 正 樹

(民 主 党）

質問方式

総括質問方式

（演壇・質問席）

１ 歴史史料の

修復保全につ

いて

２ 世界自然遺

産登録につい

て

３ ネット選挙

解禁について

４ 児童生徒の

県外派遣旅費

補助について

尚家等の国宝級の史料をはじめ琉球王朝時代

の史料等が存在するが、時代の歴史遺産が空白状

態になってしまう危機は避けなければならない。

以下伺う

(１) 歴史博物館で所蔵する尚家文書や記録類

等の史料（代表的なもの、点数）について

(２) 修復し保存する意義について

(３) 今後の取り組みについて

「奄美・琉球諸島」が世界自然遺産に名乗りを

上げた。自然環境の保全や新たな観光客層の掘起

こしの面で意義深いことである

沖縄における重要課題は、林業関係者との協議

等や米軍基地から派生する要因などが挙げられ

るが、本市としても次世代を担う子どもたちに対

する環境教育やフォーラム等を通して地元住民

の意識向上等、普及啓発の取り組みを強化する必

要があると考える。見解を伺う

夏の参議院選挙からインターネットを利用し

た選挙運動が解禁される。以下伺う

(１) ネットを利用した選挙運動のメリット

(２) 本市の想定される業務について

(３) 同時執行予定の那覇市議会議員選挙にお

ける可能性について

(１) 予算が増額されたが、派遣できる人数はど

の程度増えるか

(２) 今後の方向性について



順

位

氏  名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

５ 原付バイク

の試乗ナンバ

ーについて

原付バイクの試乗ナンバーを発行している自

治体があるが、導入メリットを伺う

【答弁を求める者】

  市長、副市長、教育長、選挙管理委員長、

関係部長



一般質問（１日目） 平成 25 年２月 27 日(水)

順

位

氏  名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

３ 前 泊 美 紀

(無 所 属)

質問方式

総括質問方式

（演壇・質問席）

１ 非婚世帯へ

の寡婦控除み

なし適用につ

いて

２ 公民館行政

について

(１) 那覇市は平成 24 年４月から、保育料算定

において、非婚世帯への寡婦控除の「みなし

適用」を実施している

現状について、以下伺う

① 「みなし適用」を受けている世帯数と子

どもの数及び減免額

② 周知方法並びに運用上の課題

(２) 日本弁護士連合会は、「非婚の母に寡婦控

除が適用されないのは憲法第 14 条（法の下

の平等）等に違反する」とした調査結果をま

とめ、非婚の母に寡婦控除を「みなし適用」

するなど経済的苦境を救済するよう適切な

措置をとることを求める要望書を、国や東京

都、沖縄県、那覇市などに提出した（平成

25 年１月 11 日付）

  この要望書に対する市長の見解を伺う

市教育委員会では「人材育成施設（社会教育施

設等）整備基本構想」を、今年７月をめどに策定

予定とのことである。公民館行政について、以下

伺う

(１) 平成５年策定の社会教育施設（公民館・図

書館等）整備計画と比べ、変更が想定される

事項はあるか

(２) 「仲井真中学校区に市立公民館図書館をつ

くる会」がこのほど、翁長市長、城間教育長

を訪ね意見交換をした。どのような内容だっ

たか

(３) 公民館への市民ニーズや果たす役割も時

代とともに変化する。現在の公民館に求めら

れることや役割をどうとらえているか

公民館のあり方についての見解を問う



順

位

氏  名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

３ 高齢者福祉

について

４ ＤＶ等への

対策について

これまで本市議会でも幾度か取り上げられ、私

も平成 23 年 12 月定例会で質問、提案した「介護

ボランティアポイント事業」について、その後の

検討状況を伺う

(１) 母子家庭の緊急避難的入所へ対応する「母

子生活支援センター設備改善事業」が平成

25 年度予算案に上がっている

事業提案の背景と対象として想定してい

るケースを伺う

(２) 本市は「那覇市配偶者等からの暴力防止及

び被害者支援に関する基本計画」を策定中で

ある。以下、伺う

① 本計画案の概要について。また、その中で

男性被害者や加害者更生の取り組みについ

て触れられているか

② この機会に、本市への配偶者暴力相談支援

センターの設置を検討してはどうか

【答弁を求める者】

  市長、副市長、教育長、関係部長



一般質問（１日目） 平成 25 年２月 27 日(水)

順

位

氏  名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

４ 湧 川 朝 渉

(日本共産党)

質問方式

総括質問方式

一問一答方式

（質問席のみ）

１ 那覇空港の

第２滑走路建

設について

２ 道路行政に

ついて

(１) 那覇空港の自衛隊機の爆音被害は、日常

生活に支障を来たすどころか、健康被害さ

え懸念される事態になっている。自衛隊機

の使用が最近増えているが、その使用割合

は幾らか

宮城と金城地域に騒音測定局を設置すべ

きである。また、那覇市のホームページで

爆音被害に対する市民の苦情の内容を公開

すべきである。市長の見解を問う

(２) 自衛隊那覇基地は軍事拡張が続いてい

る。Ｆ15の増派は爆音被害と事故をさらに

拡大する。そして早期警戒機Ｅ２Ｃのため

の新たな施設もつくられる。また、自衛隊

はオスプレイを検討している。那覇空港に

オスプレイが配備されることになれば、軍

民共用の危険性が大幅に増大する

   これらのことに反対し、那覇市議会にお

いて全会一致で12回も採択されている那覇

空港の民間専用化を政府にはっきりと求め

るべきである。市長の見解を問う

(３) 米国議会においても、那覇空港の米軍使

用が提案されている。また、日米両政府に

おいても米軍使用が合意されている

米軍が第２滑走路を使用することについ

て、市長の見解を問う

(４) 那覇空港と自衛隊基地の面積、占有率を

問う

自衛隊基地を撤去すれば、那覇空港の平

行誘導路の二重化や、航空機の駐機場の拡

張はすぐに実現できる。市長の見解を問う

   また、自衛隊の滑走路利用を減らせば、

今の那覇空港でも、将来的にも十分に余裕

はある。市長の見解を問う

小禄中学校前のバス停の上屋とベンチの再設

置について

撤去されたバス停の上屋とベンチを再設置す

べきである。また、その際にはバリアフリー化

すべきではないか。当局の見解を問う



順

位

氏  名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

３ 幼稚園行政

について

４ 国保行政に

ついて

５ 介護保険に

ついて

幼稚園の学校給食の全面実施について

幼稚園の学校給食の意義と必要性について当

局の見解を問う

国保税の引き下げについて

加入世帯の平均所得73万7,282円に占める負担

は12万1,053円、16.4％と2008年度実績の14.8％

よりも高くなり、市民生活を圧迫している

国保料の滞納世帯と短期証発行世帯の現状を

問う

介護保険料の年額４万6,090円（2002年）から、

６万7,764円（2011年）に２万1,674円、1.5倍の

大幅な引き上げを行い、高齢者の生活を圧迫して

いる

那覇市の被保険者の平均所得は97万2,090円

（2012年２月集計）で全国の191万7,000円（2010

年）の半分以下である

それにもかかわらず、介護保険料は、全国平均

よりも高く、高齢者、年金生活者を苦しめている

(１) 介護保険料を減額・免除するための、介護

保険特別会計への一般会計からの繰り入れ

がない。繰り入れを行っている自治体もあ

り、本市でも行うべきである。見解を問う

(２) 待機者が303人もいる特別養護老人ホーム

を新設すべきである。当局の見解を問う

【答弁を求める者】

  市長、関係部長



一般質問（１日目） 平成 25 年２月 27 日(水)

順

位

氏  名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

５ 宮 國 恵 徳

(そうぞう)

質問方式

総括質問方式

（演壇・質問席）

１ 公園行政

について

２ 東市営住

宅跡地利用

について

(１) 沖縄の表玄関口である那覇ふ頭船客待合

所の正面の一画にバラック建物が立ち並ん

だのは、いつ頃から、何の目的で建ち始めた

のか

何十年もたった古い木造の建物が現況の

まま残っており、建て替えできずにいる理由

は何か。経緯の説明を求める

(２) 那覇ふ頭船客待合所の前の、古い木造建物

は全部移転させたあと、緑地としての計画が

あると聞いているが、以下伺う

① 建物の件数や用途など現場の状況

② 緑地の事業概要及び現在の取り組み状

況

高校のない、離島からの進学には、住居や経済

的な負担など避けて通ることは出来ない課題が

あります。このような高校がない離島の高校生の

通学費や居住費を補助する「離島高校生就学支援

事業」の一環として、本市の東市営住宅跡地に離

島の児童生徒の支援センター建設の計画が持ち

上がっているが、現況はどうなっているのか伺う

【答弁を求める者】

  関係部長



一般質問（１日目） 平成 25 年２月 27 日(水)

順

位

氏  名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

６ 宮 里 光 雄

(自民・無所属

・改革の会)

質問方式

総括質問方式

（演壇・質問席）

１ 施政方針に

ついて

２ 本市関連の

第三セクター

法人について

(１) 健康づくりと地域医療の充実について

① 高齢者肺炎球菌ワクチン、子宮頸がん

ワクチン、ヒブワクチン、小児用肺炎球

菌ワクチンの予防接種に対する公費助成

の実績と効果について伺う

② その他の予防接種（ＤＰＴ、風疹、Ｍ

Ｒ、麻しん、ＤＴ、ＢＣＧ、日本脳炎）

の現状と今後の取り組みについて当局の

見解を伺う

(２) 子どもの視点に立った環境づくりについ

て

① 泊、城西の２小学校と真和志、鏡原の

２中学校の屋内運動場の改築の計画と進

捗状況について伺う

② 泊小学校旧校舎玄関の活用策について

説明を求める

(３) まちの活性化について

  「てんぶす那覇」の前に設置される大型

ビジョンの業者選定の方法と活用策につい

て伺う

泊ふ頭開発株式会社並びに久茂地都市開発株

式会社の経営状況について

(１) 平成 23 年度の決算内容と平成 24 年度の

決算見込み並びに平成25年度の目標値につ

いて伺う

(２) 賃貸物件の内容と売り上げについて平成

21 年度から平成 23 年度までの実績と平成

24 年度の見込みについて伺う

(３) 今後の修繕並びに改修計画について伺う

【答弁を求める者】

  市長、副市長、教育長、関係部長



一般質問（１日目） 平成 25 年２月 27 日(水)

順

位

氏  名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

７ 與 儀 實 司

(自民・無所属

・改革の会)

質問方式

総括質問方式

（演壇・質問席）

１ 教育行政に

ついて

２ 経済行政に

ついて

昨今、教師による体罰が社会問題になってい

る。このような事件は古くて新しく、一向に収ま

る気配がない問題としてクローズアップされて

いる

文部科学省は 2006 年度、体罰について「いか

なる場合も行ってはならない」と通知するなど、

体罰禁止を打ち出している。通知では「体罰によ

る指導により正常な倫理感を養うことはできず、

むしろ、児童生徒に力による解決への志向を助長

させ、いじめや暴力行為などの土壌を生む恐れが

ある」と指摘している。以下について伺う

(１) 本市の小・中学校での体罰はあったかどう

か。あるとすれば教育委員会はどの程度把握

しているのか

(２) 今後の指導のあり方として当局の見解

(３) 体罰を生まないために教育行政責任者と

して教育長の見解

以前にも、本議会で多くの議員が質問したが、

那覇市の公設市場で入居者の光熱費や市場使用

料の滞納額が 2011 年度までの累計で約 2,500 万

円に上ると公表されている

市はこれまで滞納者に対し督促状送付や電話

督促などでの納付指導、多額な滞納者に対しては

分割納付相談をし、連帯保証人への納付指導を行

ってきたことを説明した。そこで以下伺う

(１) その後の進捗状況はどのようになってい

るのか

(２) 現在の滞納者数は何人か

(３) 最も大きい滞納額は幾らか

(４) 今後の取り組みとしてどのように考えて

いるか

【答弁を求める者】

  市長、副市長、教育長、関係部長



一般質問（１日目） 平成 25 年２月 27 日(水)

順

位

氏  名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

８ 唐 真 弘 安

(自民・無所属

・改革の会)

質問方式

総括質問方式

（演壇・質問席）

１ 那覇軍港問

題

２ 街路樹の剪

定について

３ 街の美化に

ついて

嘉手納より南の米軍基地返還について、日米

で合意していることと、嘉手納より南の人口密

集地に位置する浦添への那覇軍港移設は矛盾し

ないか、これに対する当局の考えはどうか

那覇市の街路樹の剪定が目につく。特に真嘉

比山川線の街路樹の剪定が顕著である。昨今、

当局の基本的な考え方があってのことと思う

が、市民にわかりやすく説明せよ

本会議で何回か取り上げて来たが、一向に改

善されないので今一度取り上げる

県庁前道路、いわゆるシンボルロードのこと

であるが、特にここだけは年から年中、沖縄県

知事も那覇市選出の県会議員も気を使って注意

してもらいたいと思う

問題の場所はパレット久茂地と沖縄銀行の向

かい合う分離帯の植栽が年から年中「荒れ放題」

で「手入れの心が見えない有様」ここは人の顔

に例えるなら県民、那覇市民の目鼻に当たる場

所で観光客、修学旅行の生徒たちすべてが通る

場所であることからどうにかしてくれと県の道

路管理者に強く働きかけて頂きたい

当局の見解を伺う

【答弁を求める者】

  市長、副市長、関係部長


